
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 八ヶ岳～諏訪湖－知られざる大遺跡ものがたり－（第二年次） 

「湖底・曽根遺跡と旧石器の狩人たち」 

事業主体 

（連絡先） 

一般社団法人大昔調査会（https://www.big-advance.site/s/129/1672） 

 

事業区分 （３）教育、文化の振興 （６）産業振興、雇用拡大（ア 特色ある観光地づくり） 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,500,000 円（うち支援金： 1,200,000 円） 

（活動写真） 

 

1.謎の湖底遺跡曽根について学び

諏訪の縄文時代の始まりの再発見 

2.旧石器時代の諏訪湖東岸遺跡群

を訪ね、氷河期の諏訪の人々を想起 

3.縄文草創期や旧石器の狩人たち

の石器(道具)からその暮しを考察 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

諏訪湖底の曽根遺跡や、旧石器時代の諏

訪湖東岸遺跡群を学ぶことで、３万年前

に遡る諏訪の初源期に想いを馳せ、当時

の環境や人々の暮らしについて実感を

持って考えることができた。Web 頁やガ

イドブックによりその魅力を発信した。 

ｾﾐﾅｰ①石器づくり実演見学 諏訪市博物館

 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

・諏訪地域に豊かな「縄文文化」が存在したことは住民

や観光客にとって地域の魅力の大きな要素となって

いる。今回はその初源期に栄えた湖底遺跡曽根と更に

古い旧石器時代（3 万年前）の人々の暮らしを学んだ。 

・今回作成した Web ページやガイドブックについて、

今後も様々な学習への活用が可能となった。 

・セミナーを実施した歴史関係施設「諏訪市博物館」「下

諏訪町星ヶ塔ミュージアム矢の根や」及び現地の「諏

訪湖東岸遺跡群」の新しい活用方法を提示できた。 

・最新の考古学研究に根差し楽しく学べるプラットホーム(Web

ページ)を作成し、学習解説情報等を提供 

・学習者向けのガイドブック「湖底・曽根遺跡と旧石器の狩人た

ち」を作成、参加者と博物館等で配布 

・連続セミナー「湖底･曽根遺跡と旧石器の狩人たち」 

(1) 曽根遺跡や諏訪湖東岸遺跡群の出土石器観察と「石器づくり実演」見

学（9/14 諏訪市博物館 参加者：大人 21 人、小中学生 2 人) 

(2) 1 万年以上前の諏訪 ～黒曜石と諏訪の曙セミナー～（9/21 下諏訪町

星ヶ塔ミュージアム矢の根や 参加者：大人 19 人、小中学生 1 人) 

(3) 諏訪湖東岸遺跡群散策ツアーとドローン観察（11/23 諏訪湖東岸遺

跡群［上諏訪］ 参加者：大人 15 人、小中学生 1 人) 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

・完成したガイドブック「湖底・曽根遺跡と旧石器の狩人たち」を博物館見学者や地元小中高校

生、観光客など希望者に広く配布しその活用を図る。 

・上諏訪地区丘陵地帯の「諏訪湖東岸遺跡群」の散策ツアーは参加者に好評だった。本ツアーを

担当した八ヶ岳登山企画による「ツアー商品」開発に協力する。 

・作成したプラットホーム（Web ページ）は、分かりやすい学習情報提供の効果がある。今後は

最新情報も含めてリニューアルに務め、その活用を学校教育・社会教育関係者にも伝える。 

・原始古代文化の存在は当地域の歴史的環境を形成しており、その魅力発信を深めていきたい。 


